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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成30年５月８日に提出いたしました第112期第１四半期（自　平成30年１月１日　至　平成30年３月31日）四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

　

２ 【訂正事項】

    第一部　企業情報

 第２　事業の状況

 ３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(１）業績の状況

＜加工用澱粉事業＞

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　線で示しております。

　

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１）業績の状況

＜加工用澱粉事業＞

（訂正前）　

加工用澱粉事業については、ビール用グリッツやシリアル食品用の販売数量が増加したものの、菓子食品用などが

減少したため、売上高は875百万円(前年同期比1.4％減)、営業利益は40万円(前年同期比43.2％減)となりました。

 
（訂正後）

加工用澱粉事業については、ビール用グリッツやシリアル食品用の販売数量が増加したものの、菓子食品用などが

減少したため、売上高は875百万円(前年同期比1.4％減)、営業利益は40百万円(前年同期比43.2％減)となりました。
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